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第24号
『おくのほそ道』の青と白 �  中　島　和歌子（ 1）
　── 中学校・高等学校での学習を視野に入れながら ──

これからの時代に求められる国語科の教材研究 �  菅　原　利　晃（17）
　── 教師はどのように教材研究を進めればよいのか ──

二〇一八年度卒業論文要旨集 �  （31）

�

「書くこと」の学習指導における「ありのまま」観の顕在化 �  金　田　唯　人（左１）
　── 1990年代の『作文と教育』に焦点を当てて ──

「犬」に関することわざ⑴ �  馬　場　俊　臣（左19）
　── 「犬」をどう捉えてきたか ──

北海道教育大学国語国文学会・札幌
２０１９
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令
和
と
元
号
が
変
わ
っ
て
初
の
「
札
幌
国
語
研
究
」
第
二
十
四
号
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文
が
四
編
と
い
さ
さ
か
少
な
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
学
院
生
の
金
田
唯
人
君
が
新
た
に
投
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
馬
場
先
生
、
中
島
先
生
か
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投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
三
人
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お
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げ
で
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と
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整
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